
『
玉
勝
間
』

巻
九

「
石
見
固
な
る
し
づ
の
岩
屋
」

に
つ
い
て

一
、
志
都
の
岩
屋

生
石
村
主
真
人
歌
一
首

大
汝
少
彦
名
乃
将
座
志
都
乃
石
室
者
幾
代
将
経

こ
の
一
首
は
『
万
葉
集
』
巻
三
雑
歌
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

大
意
は
、
大
国
主
神
と
少
彦
名
神
が
住
ん
で
居
ら
れ
た
と
い
う
志
都

の
岩
屋
は
、
神
代
の
昔
か
ら
幾
代
を
経
た
こ
と
だ
ろ
う
、
と
い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
歌
に
詠
ま
れ
た
志
都
の
岩
屋
の
所
在
に
つ
い

て
は
、
島
根
県
大
田
市
静
間
町
の
海
岸
の
岩
窟
や
岡
県
邑
智
郡
瑞
穂

町
岩
屋
に
あ
る
弥
山
の
麓
の
大
岩
窟
や
、
同
所
の
志
都
岩
屋
神
社
な

謄

覚

吹

ど
が
、
そ
の
候
補
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
定
説

を
見
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
志
都
の
岩
屋
に
つ
い
て
は
、
近
世
に
於
い
て
も
少
な
か
ら
ず

考
証
さ
れ
て
い
た
。

ま
ず
近
世
の
字
書
類
を
見
て
み
る
と
、
寺
島
良
安
『
和
漢
三
才
図

会
』
巻
七
十
七
「
播
磨
国
」
(
正
徳
三
年
〈
一
七
二
二
〉
成
)
に
、

次
の
よ
う
な
記
事
が
載
る
。

静
窟
。
在
印
南
郡
生
石
村
。
姫
路
輿
加
古
之
間
山
。
祭
神
二
座
。

大
巳
貴
命
少
彦
名
命
。
神
主
二
人
。
神
号
称
生
石
子
大
明
神
。

神
殿
号
石
宝
殿
。
【
天
女
用
石
所
造
也
】
其
高
二
丈
六
尺
、
経

営
甚
奇
而
非
可
人
力
致
者
。
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『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
志
都
の
岩
屋
(
静
窟
)
は
播
磨
国
印
南

郡
生
石
村
の
石
の
宝
殿
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
大
国
主
神
と
少
名
彦
神

の
二
柱
が
紀
ら
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

次
に
、
国
学
者
に
よ
る
『
万
葉
集
』
研
究
を
見
る
と
、
契
沖
は

『
万
葉
代
匠
記
』
第
二
巻
(
初
稿
本
)
に
「
し
つ
の
い
は
や
、
い
つ

く
と
も
し
れ
す
。
此
二
神
い
は
や
に
ま
し
け
る
と
い
ふ
事
、
し
る
せ

る
事
な
し
。
風
土
記
な
と
に
は
見
え
け
る
に
や
。
」
と
記
し
て
お
り
、

彼
は
未
詳
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
賀
茂
真
淵

は
『
万
葉
考
』
巻
十
四
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

此
石
室
は
出
雲
に
や
あ
ら
ん
と
思
へ
と
、
風
土
記
に
し
づ
の
い

は
や
て
ふ
は
見
え
す
、
景
行
天
皇
御
幸
あ
り
し
時
、
周
防
国
の

神
夏
磯
姫
、
磯
津
山
の
賢
木
に
紐
・
鏡
を
つ
け
て
参
り
し
事
紀

に
在
、
且
御
国
に
亮
師
ど
も
の
石
窟
の
多
か
り
し
事
も
同
紀
に

見
ゆ
れ
は
、
磯
津
山
に
此
二
神
の
ま
せ
し
石
室
も
あ
る
を
よ
め

る
に
や
、
か
の
賢
木
を
と
り
し
も
殊
に
賞
き
荒
山
な
る
へ
け
れ

は
、
よ
し
在
て
聞
ゆ

真
淵
は
、
志
都
の
岩
屋
は
出
雲
国
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
す
る
が
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
そ
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
の
で

断
定
は
避
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
真
淵
の
門
人
、
本
居
宣
長
は
こ
の

問
題
に
つ
い
て
『
万
葉
集
玉
の
小
琴
』
巻
三
(
安
永
八
年
〈
一
七
七

九
〉
成
)
に
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ハ

タ

ズ

ス

キ

皮
為
酢
寸
云
々

此
歌
は
、
下
【
品
川
三
丁
】
生
石
村
主
真
人
歌
に
、
大
汝
、
小

イ
マ
む
ケ
ム
・
ν

ズ

/

イ

ハ

ヤ

ハ

イ

ク

ヨ

へ

ユ

ケ

ム

彦
名
乃
、
将
座
、
志
都
乃
石
室
者
、
幾
代
将
経
〔
三
五
五
〕

と
い
ふ
歌
と
、
上
の
句
の
入
ち
が
ひ
た
る
に
て
、
紀
国
の
三

穂
石
室
に
座
せ
し
は
、
大
汝
少
彦
名
神
、
情
磨
闘
の
志
都
石

室
に
座
せ
し
は
、
久
米
若
子
也
、
其
故
は
、
日
本
紀
に
、
弘

ケ
J

マ
9
1
2
ナ
川

9
メ
ノ
ワ
タ
ゴ

計
天
皇
、
更
名
来
日
稚
子
と
見
え
、
又
此
御
兄
弟
播
磨
国
に

隠
れ
い
ま
し
し
事
も
見
え
た
れ
は
也
、
又
か
の
歌
の
作
者
の

姓
の
生
石
は
、
播
磨
の
地
名
と
聞
え
た
り
、
か
の
志
都
石
室

オ

ホ

シ

コ

オ

ケ

J

マ
タ
/

4
ナ
オ
ホ
シ
ノ

を
今
生
石
子
と
称
す
と
也
、
さ
て
億
計
天
皇
吏
名
大
石
尊
、

オ
車
・
シ
オ

*jy

オ
ホ
シ

又
大
為
大
脚
な
ど
あ
る
も
、
生
石
と
一
ツ
に
て
、
播
磨
に
坐

し
時
、
其
国
の
地
名
を
と
れ
る
御
名
と
聞
え
た
り
、

「
皮
為
酢
寸
」
の
歌
は
、
前
掲
の
「
大
汝
」
の
歌
と
同
じ
く
『
万

葉
集
』
巻
三
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
歌
を
左
に
引
く
。

博
通
法
師
往
紀
伊
国
見
三
穂
石
室
作
歌
三
首



皮
為
酢
寸
久
米
能
若
子
我
伊
座
家
留
三
穂
乃
石
室
者
難
見
不
飽

鴨

内

9

1

2

・

守

寸

*

ナ

'

白

a
T

宣
長
は
、
ま
ず
「
皮
為
酢
寸
」
の
歌
の
上
旬
と
「
大
汝
」
の
歌
の

上
旬
が
入
れ
違
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
を
立

て
る
。
そ
の
上
で
、
彼
は
紀
国
の
三
穂
の
石
室
に
座
し
て
い
た
の
は

大
国
主
命
と
少
彦
名
命
で
、
播
磨
国
の
志
都
の
石
室
に
座
し
て
い
た

の
は
久
米
若
子
(
顕
宗
天
皇
)
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
宣
長
は

『
古
事
記
伝
』
巻
四
十
に
、

或
説
に
、
此
志
都
石
室
は
今
播
磨
国
に
あ
る
石
之
宝
殿
と
云
物

に
て
、
其
前
に
社
あ
り
て
、
生
石
子
と
云
と
云
り
、
此
説
に
就

て
己
さ
き
に
思
へ
る
は
、
か
の
三
穂
石
室
の
歌
と
、
此
志
都
石

室
の
歌
と
互
に
末
句
の
入
粉
ひ
た
る
に
て
、
久
米
若
子
の
坐
しオホ

は
播
磨
の
志
都
石
室
な
る
べ
し
、
生
石
子
と
云
も
御
兄
王
の
大

k
f
ヨ
ト

石
て
ふ
御
名
に
由
あ
り
と
思
へ
り
し
は
非
に
ぞ
あ
り
け
る
、
か

の
石
宝
殿
と
云
物
を
志
都
石
室
な
り
と
云
も
も
と
よ
り
非
な
り
、

彼
は
人
の
入
居
る
べ
き
物
の
さ
ま
に
は
あ
ら
ず
、

と
記
し
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
説
く
播
磨
国
の
石
の
宝
殿
は
、
人

『
玉
勝
間
』
巻
九
「
石
見
固
な
る
し
づ
の
岩
屋
」
に
つ
い
て

聞
が
入
居
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
石
の
宝
殿
は
久
米
若

子
(
顕
宗
天
皇
)
が
座
し
た
志
都
の
岩
屋
で
は
な
い
と
の
判
断
を
示

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
宣
長
以
前
の
近
世
に
於
い
て
も
、
『
万
葉
集
』
に
詠

ま
れ
た
志
都
の
岩
屋
の
所
在
に
つ
い
て
は
現
在
と
同
じ
よ
う
に
諸
説

が
あ
り
、
定
説
を
見
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二
、
『
玉
勝
間
』
巻
九

「
石
見
固
な
る
し
づ
の
岩
屋
」

宣
長
の
随
筆
集
で
あ
る
『
玉
勝
間
』
巻
九
(
寛
政
十
一
年
〔
一
七

九
九
〕
刊
)
に
「
石
見
固
な
る
し
づ
の
岩
屋
」
と
題
す
る
随
筆
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
左
に
引
用
す
る
。

石
見
固
な
る
し
づ
の
岩
屋

ォ
*
チ
ノ

石
見
国
邑
知
郡
岩
屋
村
と
い
ふ
に
、
い
と
大
き
な
る
岩
屋
あ
り
、

里
人
し
づ
の
岩
屋
と
い
ふ
、
出
雲
備
後
の
さ
か
ひ
に
近
き
と
こ

ろ
に
て
、
浜
田
よ
り
廿
里
あ
ま
り
東
の
方
、
い
と
山
深
き
所
に

て
、
演
回
の
主
の
領
す
地
な
り
、
此
岩
屋
、
高
さ
品
川
五
六
間
も

あ
る
大
岩
屋
也
、
又
そ
の
近
き
ほ
と
り
に
も
、
大
き
な
る
ち
ひ
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オ

ホ

ナ

ム

宇

さ
き
岩
屋
あ
ま
た
有
、
い
に
し
へ
大
穴
牟
遅
少
彦
名
二
神
の
、

か
く
れ
給
ひ
し
岩
屋
也
と
、
む
か
し
よ
り
、
里
人
語
り
っ
た
へ

た
り
、
さ
て
い
に
し
へ
は
、
や
が
て
此
岩
屋
を
祭
り
し
に
、
そ

の
外
に
別
に
社
を
た
て
て
祭
る
、
志
津
権
現
と
申
す
と
ぞ
、
此

事
、
か
の
国
の
小
篠
御
野
が
も
と
よ
り
、
た
Y

に
か
の
里
人
に

逢
て
、
く
は
し
く
と
ひ
き
、
つ
る
也
と
て
、
い
ひ
お
こ
せ
た
る

シ

ツ

イ

川

ヤ

な
り
、
万
葉
集
三
の
巻
な
る
歌
の
、
志
都
の
石
室
は
、
こ
れ
な

ら
む
か
と
も
思
へ
ど
、
な
ほ
思
ふ
に
、
万
葉
な
る
は
い
か
Y
あ

ら
む
、
か
の
歌
の
よ
み
ぬ
し
、
生
石
村
主
異
人
と
い
ふ
人
、
も

ず
舟
サ
ヒ
ト

し
石
見
国
の
官
人
な
ど
に
て
、
か
の
国
に
在
て
、
ゆ
き
て
よ
め

ら
む
は
し
ら
ず
、
さ
も
あ
ら
ざ
ら
む
に
は
、
か
の
国
は
他
国
人

の
ゆ
く
こ
と
ま
れ
な
る
に
、
殊
に
さ
ば
か
り
山
ふ
か
き
お
く
ど

こ
ろ
な
ら
む
に
は
、
よ
の
人
の
し
り
て
よ
む
べ
き
も
の
と
も
お

ぼ
え
ず
、
さ
れ
ど
後
の
世
の
人
の
、
つ
く
り
て
い
ふ
べ
き
と
こ

ろ
と
も
お
ぼ
え
ね
ば
、
か
な
ら
ず
ふ
る
き
よ
し
あ
り
て
、
た
V

な
ら
ぬ
と
こ
ろ
と
は
き
こ
え
た
り
、

石
見
国
巴
知
郡
岩
屋
村
(
現
在
の
島
根
県
邑
智
郡
巴
南
町
)
に
大

き
な
岩
屋
が
あ
り
、
そ
の
里
の
人
々
は
こ
の
岩
屋
を
「
し
づ
の
岩
屋
」

四

と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
岩
屋
は
出
雲
国
と
備
後
国
の
国
境
近
く
に
あ
っ

て
、
浜
田
か
ら
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
行
し
た
、
た
い
へ
ん
山

深
い
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
は
浜
田
藩
の
領
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
岩
屋
は

高
さ
約
七
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
岩
屋
で
、
ま
た
そ
の
付
近
に
は
大

小
の
岩
屋
が
多
く
あ
り
、
古
代
に
大
穴
牟
遅
神
と
少
彦
名
神
の
二
柱

の
神
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
二
柱
の
神
々
の
死
後
、
や
が
て
こ
の
岩
屋
を
杷
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
中
昔
の
頃
か
ら
岩
屋
の
外
に
別
に
社
を
建
て
て
杷
り
、
そ
れ
を

志
津
権
現
と
称
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
話
は
、
石
見
国
の
小
篠
敏

(
御
野
)
か
ら
も
た
‘
り
さ
れ
た
も
の
で
、
敏
が
岩
屋
村
の
村
人
に
直

接
に
会
っ
て
詳
し
く
話
を
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
『
万
葉
集
』

巻
三
収
載
歌
に
見
え
る
志
都
の
岩
屋
は
こ
れ
で
は
な
い
か
と
思
っ
た

が
、
よ
く
考
え
て
見
る
と
、
そ
れ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
い
さ
さ
か

不
審
で
あ
る
。
志
都
の
石
室
の
歌
を
詠
ん
だ
生
石
村
主
真
人
が
石
見

国
の
官
吏
で
も
な
い
限
り
、
石
見
国
は
他
国
の
人
が
行
く
こ
と
は
稀

で
、
し
か
も
こ
の
岩
屋
は
山
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
、
世
間
の
人

が
こ
の
地
を
知
っ
て
い
て
詠
ん
だ
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
、
後
世

の
人
が
搭
え
た
と
も
思
え
な
い
の
で
、
必
ず
古
い
が
謂
わ
れ
が
あ
っ

て
、
尋
常
で
は
な
い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
、
と
宣
長
は
記
し
て
い
る
。



石
見
国
岩
屋
村
に
あ
る
志
都
の
岩
屋
が
『
万
葉
集
』
に

詠
ま
れ
た
志
都
の
岩
屋
で
は
な
い
か
と
い
う
敏
の
提
言
に
つ
い
て
、

宣
長
は
そ
れ
に
は
不
審
な
点
が
あ
る
し
て
、
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て

い
る
。
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
宣
長
は
、
志
都
の
岩
屋
は
播
磨
国
に

あ
り
、
そ
こ
に
座
し
て
い
た
の
は
久
米
若
子
で
あ
っ
た
と
の
見
解
を

示
し
て
い
た
の
で
、
小
篠
敏
か
ら
の
情
報
に
対
し
て
、
宣
長
は
慎
重

な
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

宣
長
に
石
見
国
の
志
都
の
岩
屋
に
関
す
る
情
報
を
も
た
、
り
し
た
小

篠
敏
は
、
石
見
国
浜
田
藩
の
儒
学
者
で
あ
っ
た
が
、
国
学
に
も
興
味

を
持
ち
、
安
永
九
年
(
一
七
八

O
)
に
鈴
屋
に
入
門
し
た
人
で
あ
る
。

宣
長
が
小
篠
敏
か
ら
志
都
の
岩
屋
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
て
い
た

こ
と
は
、
敏
が
鈴
屋
に
入
門
す
る
二
年
前
の
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)

九
月
十
九
日
付
の
荒
木
田
尚
賢
宛
の
書
簡
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
、
小
篠
氏
よ
り
参
候
紙
包
並
書
状
御
届
被
下
、
御
世
話
恭
奉

存
候
、
石
見
静
窟
ノ
図
御
見
せ
被
下
辱
、
此
度
返
上
仕
候
、

此
岩
屋
之
事
、
先
達
而
段
々
小
篠
氏
よ
り
申
参
り
承
候
処
、

い
か
さ
ま
故
あ
る
所
と
は
聞
え
候
へ
共
、
万
葉
に
有
之
候
し

つ
ノ
石
室
ハ
、
や
は
り
播
磨
な
る
べ
く
奉
存
候
也

す
な
わ
ち
、

『
玉
勝
間
』
巻
九
「
石
見
固
な
る
し
づ
の
岩
屋
」
に
つ
い
て

尚
賢
は
伊
勢
国
宇
治
今
在
家
に
生
ま
れ
た
人
で
、
谷
川
士
清
や
賀

茂
真
淵
に
師
事
し
た
後
、
天
明
七
年
(
一
七
八
七
)
に
鈴
屋
に
入
門

し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
で
宣
長
は
、
ま
ず
小
篠
敏
か
ら
尚
賢
に
送
ら

れ
た
紙
包
み
と
書
状
を
宣
長
に
届
け
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
お
礼
を
述

べ
、
次
に
「
石
見
静
窟
ノ
図
」
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
に
重
ね
て
お

礼
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
万
葉
集
』
に
あ
る
志
都
の
岩
屋
は
、

や
は
り
播
磨
闘
に
あ
る
と
思
う
、
と
の
私
見
を
述
べ
て
い
る
。

本
居
宣
長
記
念
館
に
は
、
石
見
国
の
静
窟
を
描
い
た
絵
図
二
枚

(図
1
・
図
2
)
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
枚
が
と
も
に
前
掲

の
尚
賢
宛
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
「
石
見
静
窟
ノ
図
」
で
あ
る
か
、
或

い
は
い
ず
れ
か
一
枚
だ
け
が
そ
れ
で
あ
る
か
は
、
判
断
す
る
こ
と
が

難
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
二
枚
の
絵
図
(
或
い
は
そ
の
一
枚
の
み
)

が
、
尚
賢
の
書
簡
に
記
さ
れ
た
「
石
見
静
窟
ノ
図
」
の
写
し
で
あ
ろ

う
と
推
測
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
居
宣

長
記
念
館
所
蔵
の
こ
の
こ
枚
の
絵
図
(
或
い
は
い
ず
れ
か
一
枚
〉
は
、

小
篠
敏
|
|
荒
木
田
尚
賢
|
|
本
居
宣
長
と
い
う
経
路
で
伝
わ
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
二
枚
の
絵
図
と
い
っ
し
ょ
に
小

篠
敏
自
筆
の
書
状
一
通
が
同
封
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
書
状
に
は
志

都
の
岩
屋
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

五
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図
ー
は
そ
の
中
央
下
部
に
「
石
州
邑
知
郡
岩
屋
村
静
窟
図
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
絵
の
右
下
部
、
石
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
鳥
居
が
見

え
る
。
鳥
居
の
傍
ら
に
は
「
此
沖
村
里
人
家
有
、
石
見
ニ
テ
ハ
コ
ノ

サ
キ
ト
云
事
ヲ
沖
ト
イ
フ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
鳥
居
の
右
に
は
谷

川
の
流
れ
が
描
か
れ
て
お
り
(
青
色
)
、
川
岸
に
は
「
聖
屋
敷
」
と

あ
る
。
こ
の
鳥
居
の
奥
に
は
、
社
殿
ら
し
き
建
物
と
巨
大
な
「
鏡
岩
」

が
描
か
れ
て
い
る
。
「
鏡
岩
」
の
側
に
は
「
高
二
丈
五
尺
、
横
二
丈

五
尺
」
、
そ
の
右
上
に
は
「
鏡
岩
ヨ
リ
峯
岩
屋
マ
テ
三
丁
登
」
と
細

字
で
脅
か
れ
て
い
る
。
「
鏡
岩
」
の
上
部
、
絵
の
中
央
上
部
に
見
え

る
の
が
、
「
静
窟
」
(
志
都
の
岩
屋
)
で
あ
る
。
そ
の
下
に
は
「
此
内

二
十
五
人
程
l

l

(
「
雨
宿
り
成
」
が
略
さ
れ
た
か
、
臓
吹
注
)
」
と

あ
る
。
「
静
窟
」
の
右
上
に
も
岩
屋
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

「
下
モ
岩
屋
、
高
二
丈
、
此
下
三
十
人
程
雨
宿
り
成
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
そ
の
右
、
絵
の
右
上
隅
に
は
「
向
ヒ
岩
」
が
あ
り
、

二
つ
の
切
り
立
っ
た
岩
の
聞
に
「
間
二
尺
五
寸
」
、
岩
の
左
側
に

「
高
サ
一
丈
余
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
さ
て
、
再
び
「
静
窟
」
に
戻

る
と
、
そ
の
左
に
は
「
奥
静
窟
」
が
あ
る
。
そ
の
注
記
に
は
「
此
内

二
十
人
斗
|
|
(
「
雨
宿
り
成
」
が
略
さ
れ
た
か
、
膳
吹
注
)
」
と
あ

る
。
「
奥
静
窟
」
の
左
、
絵
の
左
上
部
に
は
「
上
岩
屋
」
が
描
か
れ

『
玉
勝
間
』
巻
九
「
石
見
国
な
る
し
づ
の
岩
屋
」
に
つ
い
て

て
お
り
、
「
高
サ
五
丈
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
絵
の
上
部
、
「
奥
静
窟
」

の
上
に
は
「
上
岩
屋
ヨ
リ
下
岩
屋
マ
テ
此
間
三
丁
」
と
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
「
上
岩
屋
」
か
ら
中
央
下
部
に
向
か
っ
て
一
筋
の
谷
川
が
、
そ

し
て
、
「
奥
静
窟
」
の
麓
か
ら
も
も
う
一
筋
の
流
れ
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
の
二
本
の
流
れ
は
絵
の
中
央
下
部
で
合
流
し
て
い
る
。
以
上

が
図
l
の
構
図
と
そ
の
概
要
で
あ
る
。

図
2
は
絵
の
上
部
に
「
石
見
邑
知
郡
岩
屋
村
静
岩
屋
静
権
現
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
志
都
の
岩
屋
と
志
津
権
現
を
中
心
に
描
い
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
絵
図
は
図
1
と
比
較
し
て
や
や
詳

し
く
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
。
絵
の
左
上
隅
に
「
静
ノ
岩
屋
、
備
後

へ
モ
安
芸
へ
モ
出
雲
ヘ
モ
近
キ
処
ノ
由
也
、
浜
田
ヨ
リ
ハ
二
十
里
余

ア
ル
ヨ
シ
、
静
権
現
ト
云
、
大
己
責
命
少
彦
名
命
二
神
ヲ
祭
ル
」
と

あ
り
、
絵
の
右
上
部
に
は
「
上
天
狗
ヨ
リ
下
天
狗
迄
道
法
三
丁
半
斗
、

真
中
ニ
俗
ニ
岩
棚
ト
申
物
ア
リ
、
少
シ
小
ヱ
ゴ
ニ
テ
ゴ
ザ
ソ
ロ
、
石

見
ニ
テ
ハ
谷
ノ
ア
サ
キ
ヲ
ヱ
ゴ
ト
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
絵
の
中

央
部
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
の
が
「
カ
マ
ミ
岩
」
で
「
弐
丈
五
尺
」

と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
下
に
は
「
志
津
権
現
」
の
本
殿
と
拝
殿

ら
し
き
建
物
が
、
更
に
は
石
段
と
鳥
居
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
ヵ
，
、

ミ
岩
」
か
ら
左
右
に
道
が
伸
び
て
い
る
。
右
手
の
道
を
「
四
丁
斗
」

七
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登
る
と
「
下
モ
天
狗
」
に
至
る
。
左
手
の
道
を
「
四
丁
斗
」
進
み
、

三
文
路
を
右
へ
行
く
と
「
イ
ハ
タ
ナ
」
で
あ
る
。
こ
の
「
イ
ハ
タ
ナ
」

の
中
の
大
き
な
岩
屋
が
、
図
1
の
「
静
窟
」
に
あ
た
り
、
そ
の
左
手

の
そ
れ
よ
り
小
ぶ
り
な
岩
屋
が
図
1
の
「
奥
静
窟
」
に
あ
た
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
イ
ハ
タ
ナ
」
の
あ
る
山
の
尾
根
を
隔
て
て

左
に
「
上
天
狗
」
の
岩
屋
が
描
か
れ
て
い
る
。

な
お
、
『
玉
勝
間
』
の
「
石
見
国
な
る
し
づ
の
岩
屋
」
に
は
、
こ

の
二
枚
の
絵
図
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
文
章
に
は
こ

の
二
枚
の
絵
図
に
関
す
る
言
及
も
見
ら
れ
な
い
。

二
、
『
閑
田
耕
筆
』
に
記
さ
れ
た
志
都
の
岩
屋

志
都
の
岩
屋
に
つ
い
て
は
、
伴
替
岡
崎
映
『
関
田
耕
筆
』
(
享
和
元

〔
一
八

O
一
〕
年
刊
)
巻
一
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

シ

ヅ

イ

ハ

ヤ

万
葉
集
に
「
お
ほ
な
む
ち
す
く
な
彦
な
の
作
け
ん
静
の
巌
屋
は

見
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も
。
と
あ
る
し
づ
の
い
は
や
、
い
づ
か
た
と

も
し
ら
れ
ず
。
あ
る
ひ
は
播
磨
の
石
宝
殿
を
そ
れ
な
り
と
い
ふ

は
非
な
る
こ
と
論
な
し
。
然
る
に
近
年
小
篠
道
沖
と
い
ふ
人
、

1¥ 

石
見
国
浜
田
侯
の
臣
に
て
、
京
師
逗
留
の
日
話
せ
ら
れ
し
趣
を

オ

ウ

チ

シ

ヅ

ノ

イ

ハ

ヤ

伝
き
く
に
、
其
国
口
巴
知
郡
に
静
窟
と
い
ふ
も
の
有
リ
。
ゆ
ゑ
に

其
郷
を
岩
屋
村
と
号
す
。
鏡
岩
と
い
ふ
も
の
、
下
に
小
社
あ
り

て
、
静
権
現
と
称
す
。
侯
命
に
よ
り
て
社
を
開
く
に
、
内
に
物

ム
ナ
フ
タ

1
9
ナ
ヒ
コ
ナ

な
く
、
棟
簡
に
少
彦
名
ノ
神
と
書
る
の
み
。
且
元
禄
年
間
に
書

る
文
章
あ
り
。
其
意
は
里
人
少
彦
名
神
と
い
ひ
な
ら
は
せ
ど
も
、

社
中
物
な
き
故
に
、
一
旦
薬
師
仏
の
鋳
像
の
、
土
中
よ
り
掘
出

せ
し
を
安
置
せ
し
に
、
其
鋳
像
を
虫
喰
け
る
。
い
と
あ
る
ま
じ

カ
ナ
ハ

J
ケ

き
こ
と
な
れ
ば
、
神
慮
に
憧
ざ
る
こ
と
を
思
ひ
て
、
取
除
て
も

と
の
空
社
と
な
し
た
る
趣
な
り
。
此
文
、
真
名
に
て
甚
拙
き
も

の
な
れ
ば
、
今
不
挙
所
の
絵
図
は
こ
、
に
出
す
。
か
、
る
旧
地

も
時
有
て
顕
る
訟
は
、
文
明
の
化
な
り
け
り
。

伴
蕎
撲
は
京
都
の
人
で
、
宣
長
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
躍
し
た
人
で

あ
る
。
彼
は
近
世
後
期
の
歌
人
と
し
て
、
ま
た
、
『
近
世
崎
人
伝
』

や
『
閑
回
文
草
』
な
ど
の
作
者
(
文
章
家
)
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。
右
の
文
章
に
拠
る
と
、
麓
撲
は
小
篠
敏
か
ら
直
接
に
話
を
聞
い

た
の
で
は
な
く
、
敏
が
京
都
滞
在
中
に
語
っ
た
こ
と
を
人
伝
に
聞
き
、

そ
れ
を
『
閑
田
耕
筆
』
に
記
し
た
、
と
断
っ
て
い
る
。



シ
ア
ノ

詰
援
が
伝
え
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
石
見
国
邑
智
郡
に
静

イ
ハ
ヤ
窟
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
因
ん
で
そ
の
村
は
岩
屋
村
と
呼
ば

れ
て
い
る
。
岩
屋
村
に
は
鏡
岩
と
い
う
岩
が
あ
り
、
そ
の
下
に
小
さ

な
社
が
あ
り
、
静
権
現
と
称
し
て
い
る
と
い
う
。
浜
田
藩
公
の
命
に

よ
っ
て
こ
の
社
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
中
は
空
で
、
棟
簡
に
少
彦

名
神
と
書
か
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
元
禄
年
間
に
普
か
れ
た
文

章
に
は
、
里
人
は
こ
の
社
の
祭
神
を
少
彦
名
神
と
言
慣
わ
し
て
き
た

が
、
社
の
中
に
は
何
も
な
い
の
で
、

一
時
、
土
中
か
ら
掘
り
出
し
た

薬
師
如
来
像
を
安
世
し
て
い
た
が
、
そ
の
仏
像
が
虫
に
喰
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
里
人
は
、
こ
れ
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
、
神

慮
に
か
な
わ
な
い
こ
と
と
思
っ
て
、
こ
の
仏
像
を
取
り
除
き
、

社
の

巾
を
元
通
り
の
空
っ
ぽ
に
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
文
章
に
書
か

れ
て
い
た
。
こ
の
文
章
は
漢
字
で
書
か
れ
て
い
た
が
、
た
い

へ
ん
拙

い
文
章
な
の
で
、
こ
こ
に
は
掲
出
し
な
い
が
、
石
見
国
の
静
腐
の
絵

図
を
掲
載
す
る
(
図

3
)
。
静
窟
の
よ
う
な
旧
跡
が
時
を
経
て
世
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
文
明
が
開
け
た
結
果
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
以
上
が

『
閑
田
耕
筆
』
の
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
閑
田
耕
筆
』
に

「
絵
図
は
こ
、
に
出
す
」
と
あ
る
と
お
り
、
同

書
に
は

「
石
見
国
邑
知
郡
岩
屋
村
静
窟
図
」
(
図

3
)
と
題
す
る
絵

『玉
勝
間
』
巻
九

「石
見
回
な
る
し
づ
の
山
石
屋
」
に
つ
い
て

九

rl羽目l耕筆』巻一「石克国邑智郡岩屋村静窟区IJ(福井大学総合図曾館本)図3
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図
一
枚
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
も
ま
た
、
小
篠
道
沖
(
小

篠
敏
)
|
|
某
氏
ー
ー
蕎
践
と
い
う
経
路
で
、
敏
か
ら
間
接
的
に
麓

践
に
伝
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
敏
と
茜
践
と
を
仲
介
し

た
人
物
(
某
氏
)
は
、
『
万
葉
集
』
に
歌
わ
れ
た
志
都
の
岩
屋
に
興

味
関
心
を
持
つ
よ
う
な
人
で
、
後
に
こ
の
時
の
話
を
鳶
撲
に
伝
え
て

い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
高
践
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た
国
学
者
で

は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
図
3
の
構
図
を
見
る
と
、
絵
の
中
央
下
部
に
「
鏡
岩
」
が

あ
り
、
そ
の
前
に
社
殿
ら
し
き
建
物
と
鳥
居
、
そ
し
て
石
段
が
描
か

れ
て
い
る
。
「
鏡
岩
」
の
上
部
に
は
「
静
窟
」
が
、
そ
の
左
に
は

「
奥
静
窟
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
奥
静
窟
」
の
左
、
絵
の
左
上
部
に

は
「
上
岩
屋
」
が
、
「
静
窟
」
の
右
に
は
「
下
モ
岩
屋
」
、
更
に
そ
の

右
手
、
絵
の
右
上
隅
に
は
「
向
ヒ
岩
」
が
あ
る
。
こ
う
し
た
岩
の
配

置
は
図
1
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
谷
川
も
絵
の
右
上
部
か
ら
下
に

向
か
っ
て
一
本
、
そ
し
て
、
絵
の
中
央
部
か
ら
左
手
に
向
か
っ
て
流

れ
る
一
筋
と
絵
の
左
手
か
ら
中
央
部
に
向
か
っ
て
流
れ
る
流
れ
と
が
、

絵
の
中
央
下
部
で
合
流
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
谷
川
の
描
か
れ
方
も

図
1
と
同
じ
で
あ
る
。

絵
図
に
書
き
込
ま
れ
た
注
記
を
比
較
す
る
と
、
「
鏡
岩
」
は
図
1

。

が
「
高
二
丈
五
尺
、
横
二
丈
五
尺
」
、
図
3
も
「
高
二
丈
五
尺
、
横

二
丈
五
尺
」
。
鳥
居
下
の
注
記
は
図
1
が
「
此
沖
村
里
人
家
有
、
石

見
ニ
テ
ハ
コ
ノ
サ
キ
ト
イ
フ
事
ヲ
沖
ト
云
」
、
図
3
が
「
此
所
村
里

人
家
有
」
。
「
静
窟
」
は
図
1
が
「
此
内
二
十
人
程
l

l

(
「
雨
宿
り

成
」
が
略
さ
れ
た
か
、
臓
吹
注
)
」
、
図
3
が
「
此
中
二
十
人
許
雨
宿

リ
ナ
ス
ベ
シ
」
。
「
鏡
岩
」
の
上
部
の
注
記
は
図
l
が
「
鏡
岩
ヨ
リ
峯

岩
屋
マ
テ
三
丁
登
」
、
図
3
が
「
鏡
岩
ヨ
リ
峯
岩
屋
マ
テ
三
町
登
ル
」
。

そ
の
上
部
、
「
下
岩
屋
」
は
図
1
が
「
下
モ
岩
屋
、
高
二
丈
、
此
下

三
十
程
雨
宿
り
成
」
、
図
3
が
「
下
モ
岩
屋
、
高
二
丈
許
、
此
下
三

十
人
許
雨
宿
リ
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
」
。
絵
の
右
上
関
の
「
向
ヒ
岩
」
は
図

ー
が
「
高
サ
一
丈
余
、
間
二
尺
五
寸
」
、
図
3
も
「
高
一
丈
余
、
間

二
尺
五
寸
」
。
絵
の
中
央
部
「
奥
静
窟
」
は
図
1
が
「
此
内
二
十
人

斗
|
|
(
「
雨
宿
り
成
」
が
略
さ
れ
た
か
、
臓
吹
注
)
」
、
図
3
は

「
此
中
三
十
人
許
雨
宿
リ
ス
ベ
シ
」
。
そ
の
山
上
に
は
図
1
が
「
上
岩

屋
ヨ
リ
下
岩
屋
マ
テ
此
間
三
丁
」
、
図
3
も
「
上
岩
屋
ヨ
リ
下
岩
屋

マ
テ
此
間
三
町
」
。
絵
の
左
上
部
の
「
上
岩
屋
」
は
図
l
が
「
高
サ

五
丈
」
、
図
3
も
「
高
五
丈
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
図
1
と
図
3

の
注
記
に
は
若
干
の
相
違
点
も
認
め
ら
れ
る
が
、
概
し
て
言
う
な
ら

ば
、
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
図



ー
と
図
3
と
の
目
立
っ
た
相
違
点
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
図
ー
に
は
山

の
樹
木
が
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
図
3
に
は
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ

と
く
ら
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
看
て
来
る
と
、
図
3
は
図
1
に
極
め
て
近
似
し
た
一

枚
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
か
ら
考
え
る
な
ら

ば
、
本
居
宣
長
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
図
1
と
図
2
の
う
ち
、

少
な
く
と
も
図
1
は
、
小
篠
敏
か
ら
荒
木
田
尚
賢
を
経
て
宣
長
に
伝

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
図
1

と
図
3
は
と
も
に
小
篠
敏
を
起
点
と
し
て
、
左
記
の
系
統
図
の
よ
う

に
枝
分
か
れ
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

小
篠
敏
|
1
荒
木
田
尚
賢
|
|
本
居
宣
長
(
図
1
)

「
京
都
の
某
氏
(
蕎
擦
の
知
人
友
人
の
国
学
者
か
)

伴
蕎
践
(
図
3
)

小
篠
敏
は
、
彼
が
出
仕
す
る
浜
田
藩
領
内
に
あ
る
「
静
窟
」
が

『
万
葉
集
』
に
詠
ま
れ
た
志
津
の
岩
屋
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
敏

は
こ
の
自
説
を
説
く
た
め
の
資
料
と
し
て
、
自
ら
石
見
国
の
「
静
窟
」

を
描
い
た
絵
図
を
作
成
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
し
か
し
、

『
玉
勝
間
』
巻
九
「
石
見
国
な
る
し
づ
の
岩
屋
」
に
つ
い
て

残
念
な
が
ら
、
私
が
推
測
す
る
と
こ
ろ
の
敏
自
筆
の
「
静
窟
」
の
絵

図
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。
な
お
、
宣
長
は
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)
と
享
和
元
年
(
一

八
O
一
)
の
二
度
の
上
京
の
折
に
、
蕎
撲
宅
を
訪
ね
て
い
る
が
、
こ

の
時
に
二
人
の
闘
で
志
都
の
岩
屋
に
関
す
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
か

ど
う
か
は
、
宣
長
の
日
記
か
ら
は
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
、
『
翁
草
』
の
「
石
州
静
の
窟
屋
」

神
沢
社
口
『
翁
草
』
巻
百
五
十
二
に
「
石
州
静
の
窟
屋
」
と
題
す

る
文
章
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
左
に
引
用
す
る
。

石
州
浜
田
領
内
に
、
静
と
い
へ
る
所
有
り
、
其
山
中
に
巌
窟
多

イ
ハ
ヤ

し
、
其
中
の
殊
更
大
な
る
窟
屋
に
社
有
り
。
伝
に
目
、
小
名
彦

の
御
神
を
祭
と
云
々
。
然
る
に
今
よ
り
百
年
前
、
此
社
を
開
く

事
有
し
に
、
中
空
虚
な
り
し
か
ば
、
或
人
薬
師
加
来
の
銅
像
を

シ
ウ
ガ
ウ

納
む
。
是
医
薬
の
縁
に
て
習
合
せ
る
な
ら
ん
。
去
れ
ば
此
銅
像

夫
よ
り
幾
程
も
な
く
蝕
け
る
を
、
見
つ
け
て
不
思
議
の
事
と
し
、

神
慮
に
叶
は
ぬ
を
憧
れ
て
其
像
を
他
へ
移
し
た
り
。
今
此
社
中

に
此
よ
し
を
漢
文
に
し
た
る
を
納
む
。
其
漢
文
は
甚
不
文
な
れ
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共
意
趣
は
此
事
な
り
。
浜
田
侯
の
侍
医
和
学
に
志
す
人
の
作
な

b
ヲ
ガ
イ
ハ
ヤ

り
。
此
静
窟
は
万
葉
集
に
よ
め
り
。

大
な
む
ち
す
く
な
み
が
み
の
つ
く
り
け
ん
静
が
い
は
や
は

見
れ
ど
あ
か
ぬ
か
も

此
静
の
い
は
や
は
、
は
り
ま
の
石
の
宝
殿
な
り
と
、

縁
記
に
い
ふ
は
無
稽
の
言
な
る
べ
し
。

か
し
こ
の

神
沢
杜
口
は
京
都
町
奉
行
所
与
力
を
勤
め
た
が
、
早
く
に
隠
遁
し

て
余
生
を
著
述
に
従
っ
た
人
で
あ
る
。
彼
は
俳
譜
を
好
み
、
詩
文
を

能
く
し
、
ま
た
国
学
の
教
養
も
あ
っ
た
。
著
作
に
『
翁
草
』
が
あ
る
。

杜
口
の
「
石
州
静
の
窟
屋
」
と
前
掲
の
蕎
撲
の
文
章
と
を
比
較
す

る
と
、
ま
ず
、
志
都
の
岩
屋
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
地
名
は
相
違

し
て
い
る
が
|

l

『
翁
草
』
は
「
静
」
と
あ
り
、
『
閑
田
耕
筆
』
は

岩
屋
村
と
す
る
。
ー
ー
、
石
見
国
浜
田
領
内
に
「
静
窟
」
或
い
は

「
静
の
岩
窟
」
と
呼
ば
れ
る
岩
窟
が
あ
り
、
そ
の
岩
窟
に
は
社
が
あ
っ

て
、
曾
て
そ
こ
に
は
少
彦
名
神
が
杷
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
そ
の
社

を
開
い
た
と
こ
ろ
空
だ
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
薬
師
如
来
を
安
置
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
そ
れ
を
撤
去
し
、
こ
れ
ま
で
の
社
の
経
緯
を
記

し
た
極
め
て
拙
い
文
章
を
作
っ
て
納
め
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
一
致
し
て

つ
ま
り
、
石
見
国
に
あ
る
志
都
の
岩
屋
に
関
す
る
情
報
は
、

こ
の
両
書
ほ
ぽ
共
通
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

『
閑
田
耕
筆
』
に
は
「
石
見
国
邑
智
郡
岩
屋
村
静
窟
図
」
一
枚
(
図

3
)
が
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、
『
翁
草
』
に
は
そ
れ
に
相
当
す
る
絵

図
は
な
い
。

杜
口
は
石
見
国
に
あ
る
志
都
の
岩
屋
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、

そ
の
情
報
源
を
明
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
な
共
通

点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
麓
践
と
同
じ
く
小
篠
敏
で
あ
っ

た
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
宗
政
五
十
緒
氏
の
研
究
に

拠
る
と
、
蕎
践
と
杜
口
の
聞
に
は
親
交
が
あ
り
、
首
践
の
『
近
世
崎

人
伝
』
の
草
稿
を
杜
口
が
蕎
緩
か
ら
借
覧
し
て
写
し
た
可
能
性
も
あ

る
と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
蕎
践
と
杜
口
が
、
と
も
に
小
篠

敏
を
情
報
源
と
し
て
、
志
都
の
岩
屋
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
随
筆
を
著
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
有
り
得
で
あ
ろ
う
。

杜
口
が
直
接
に
小
篠
敏
か
ら
情
報
を
得
た
の
か
、
あ
る
い
は
茜
践
と

同
じ
く
、
敏
の
話
を
聞
い
た
第
三
者
か
ら
伝
え
聞
い
た
の
か
、
将
又
、

杜
口
は
麓
緩
か
ら
情
報
を
得
た
の
か
、
そ
れ
は
現
在
の
と
こ
ろ
私
に

は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
中
期
の
京
都
に
於
い
て
、
商
践
・
杜

口
が
構
築
し
た
文
化
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
、
小
篠
敏
が
現
わ

い
る
。



れ
て
、
石
見
国
に
あ
る
志
都
の
岩
屋
に
つ
い
て
、
自
作
の
絵
図
を
披

露
し
な
が
ら
解
説
し
た
姿
が
、
『
関
田
耕
筆
』
と
『
翁
草
』
か
ら
見

え
て
く
る
の
で
あ
る
。

む
す
び

本
居
宣
長
『
玉
勝
間
』
巻
九
「
石
見
固
な
る
し
づ
の
岩
屋
」
、
伴

麓
践
『
閑
田
耕
筆
』
巻
一
の
志
都
の
岩
屋
に
関
す
る
一
篇
、
神
沢
杜

口
『
翁
草
』
巻
百
五
十
二
「
石
州
静
の
岩
窟
」
の
三
篇
は
、
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
随
筆
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
三
篇
は
、
小
篠

敏
と
い
う
一
人
の
学
者
か
ら
発
信
さ
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
書
か
れ

た
、
調
わ
ば
兄
弟
の
よ
う
な
関
係
に
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
居

宣
長
記
念
館
所
蔵
の
図
1
と
『
閑
田
耕
筆
』
掲
載
の
絵
図
(
図
3
)

と
の
近
似
、
そ
し
て
、
『
閑
田
耕
筆
』
の
記
事
内
容
と
『
翁
草
』
の

そ
れ
と
の
類
似
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
玉
勝
間
』
巻
九
「
石
見
国
な
る
し
づ
の
岩
屋
」
は
、
そ
の
一
篇

だ
け
を
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
更
に

一
歩
進
め
て
、
同
時
代
に
書
か
れ
た
『
閑
田
耕
筆
』
巻
一
の
志
都
の

岩
屋
に
関
す
る
一
篇
と
『
翁
草
』
巻
百
五
十
二
「
石
州
静
の
岩
窟
」

『
玉
勝
間
』
巻
九
「
石
見
固
な
る
し
づ
の
岩
屋
」
に
つ
い
て

と
併
せ
て
読
む
こ
と
で
、
江
戸
時
代
中
期
の
松
坂
と
京
都
と
い
う
空

間
的
な
広
が
り
の
中
で
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
随
筆
で
あ
る
。
こ

う
し
た
空
間
的
な
広
が
り
の
中
で
作
品
を
読
む
こ
と
は
、
近
世
随
筆

が
も
っ
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
。
『
玉
勝
間
』
の
「
石
見
聞
な
る
し

づ
の
岩
屋
」
は
、
そ
う
し
た
読
み
方
が
で
き
る
随
筆
で
あ
る
。

註
(
1
)

『
新
編
国
歌
大
観
』
第
二
巻
二
十
四
頁
、
岩
波
書
底
、
昭
和
五
十

九
年
三
月
刊
c

(
2
)

現
在
の
『
万
葉
集
』
研
究
の
主
な
も
の
を
見
る
と
、
新
潮
日
本
古

典
集
成
『
万
葉
集
』
(
新
潮
社
、
昭
和
五
十
一
年
刊
〉
は
「
未
詳
。

島
根
県
大
田
市
静
間
町
の
海
岸
の
岩
窟
ほ
か
、
一
、
二
の
説
が
あ
る
。
」

と
し
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』
(
小
学
館
、
平
成
六

年
刊
)
は
「
島
根
県
大
田
市
の
真
南
約
四
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
広

島
県
と
の
県
境
に
近
い
邑
智
郡
瑞
穂
町
岩
屋
に
あ
る
弥
山
の
麓
の
大

岩
窟
か
。
志
都
岩
屋
神
社
と
い
う
社
も
あ
る
。
一
説
に
大
田
市
静
間

町
海
岸
の
岩
窟
か
と
す
る
。
」
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
万
葉
集
』

(
岩
波
書
庖
、
平
成
十
一
年
刊
)
は
「
志
都
の
岩
屋
は
所
在
不
明
。

そ
の
洞
窟
に
二
神
が
住
ん
だ
と
い
う
伝
説
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

未
詳
。
」
と
註
釈
し
て
い
る
。

(
3
)

『
和
漢
三
才
図
会
』
、
東
京
美
術
、
昭
和
四
十
五
年
三
月
刊
、
下
巻

一
O
八
二
頁
。



圃
文
皐
論
叢

第
五
十
九
輯

(4)

『
契
沖
全
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
庖
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
刊
、

一
二
八
頁
。

(
5
)

『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
四
巻
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
五
十

八
年
八
月
刊
、
二
六
三

i
二
六
四
貰
。

(
6
)

注

(
1
)
に
同
じ
、
二
十
ニ
頁
。

(
7
)

小
篠
敏
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
彦
「
小
篠
敏
伝
孜
(
上
)
|

賢
愚
同
袋
(
八
)
|
」
(
『
国
語
国
文
』
十
三
の
十
二
、
昭
和
十
八
年

十
二
月
刊
)
、
加
藤
隆
久
「
本
居
宣
長
と
小
篠
御
野
」
(
『
甲
南
大
学

文
学
会
論
集
』
三
十
二
号
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
刊
)
、
『
本
居
宣

長
事
典
』
(
東
京
堂
出
版
、
平
成
十
三
年
十
二
月
刊
)
収
載
「
小
篠

敏
」
(
杉
戸
清
彬
氏
担
当
)
参
照
。

(
8
)

『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
第
十
八
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

一
七
三

四

頁。

(
9
)

同
右
、
第
三
期
第
二
十
三
巻
三
一

O
頁。

(
叩
)
宗
政
五
十
緒
『
日
本
近
世
文
苑
の
研
究
』
収
録
「
『
近
世
崎
人
伝
』

の
成
立
」
参
照
、
未
来
社
、
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
刊
。

付
記本
稿
執
筆
に
際
し
て
、
資
料
の
閲
覧
並
び
に
本
稿
へ
の
掲
載
を
お
許

し
下
さ
っ
た
本
居
宣
長
記
念
館
と
福
井
大
学
総
合
図
書
館
に
お
礼
申
し

上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
に
於
け
る
本
居
宣
長
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
す

べ
て
筑
摩
書
房
版
『
本
居
宣
長
全
集
』
か
ら
引
用
し
た
。
(
福
井
大
学
准
教
授
)


